
 

令和５年度 信州大学教育学部附属特別支援学校グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附属特別支援学校の教育 

 

 

 

小学部 
【重点目標】               
１ できたことに喜びを持ち、 
 自分で取り組もうとする意欲 
 や態度を育てる。 
２ 興味・関心を広げ、進んで 
 取り組んだり楽しんだりする 
 意欲を育てる。  
３ みんなで仲よく遊んだり、 
 活動したりする心情や意欲を 
 育てる。        
 
【手だて】 
１ 協働による支援と評価を積 
み上げ、基本的生活習慣の獲 
得を目指す。 

２ 活動性のある遊びに加え、 
ものとのかかわりを深める操 
作性、人とのかかわりを深め 
る社会性を考慮した活動、さ 
らに作る活動を取り入れる。 

３ 児童の興味関心、伸びてい 
る力の把握と、児童の思いを 
大切にした環境づくりや支援 
により、夢中になって遊ぶ活 
動を用意する。 

 
 
 

中学部 
【重点目標】              
１ 身近な人と一緒に活動しよ   
うとする態度を育てる。 

２ 目当てや見通しを持ち、自 
分の力を発揮しようとする意 
欲を育てる。  

３ できることに自ら取り組も 
うとする意欲や態度を育てる。        

 
 
 
【手だて】 
１ 花づくりの活動で、自分の 
役割を意識した活動を行い、 
生活環境を豊かにする。 

２ 伸びている力が更に伸び 
るように、得意な活動、存 
分に取り組めそうな活動を 
用意する。 

３ ひととともに活動するよ 
さを感じることができるよ 
うに、地域の方や附中生と 
の交流活動や太鼓の演奏活 
動を計画的に行う。 

 
 
 
 
 

高等部 
【重点目標】              
１ もてる力を存分に発揮して     
やり遂げようとする態度を育 
てる。 

２ ともに活動する人と一緒に 
生活を楽しもうとする心情を 
育てる。 

３ 今と将来の生活を見据え、 
社会の一員として自らかかわ 
りを持とうとする意欲や態度 
を育てる。     

【手だて】 
１ ひとに思いを寄せながら製 
品の製作や販売、広報活動な 
どを行い、願い（目標）の実 
現に向けてやり遂げる作業単 
元学習を行う。 

２ 卒業後の余暇利用や公共の 
施設利用につながる個別学習 
を、一人一人の教育的ニーズ 
に応じて行う。 

３ 年間３回の職場実習（校内 
実習）を行い、より適切な進 
路の方向を探る。 

 
 
 

共通理解を基に相互支援 
  １ 子どもの思い・願いを大切にした教育を、学校・家庭・地域の三者で協力して進める。 
  ２ 子どもが毎日、目当てと期待をもって送れる生活づくりを目指す。 
  ３ 子ども一人一人のよさ（個性）を伸ばす教育を進める。 
  ４ 個別の指導計画を基にした授業の充実と授業改善を進める。 
  ５ 小学部・中学部・高等部および社会とのつながりを大切にした教育を行う。 

【改革協議による新たな運営方針】 
○子どもにとって「手ごたえのある学校
生活」職員にとって「やりがい溢れる
学校生活」を実現する。   

○質を高め、精選を図り、効果的な教育活
動につなげるための具体を提案する。 

・教育実習 
 ・教育研究推進 
  ・学校運営 
（教材・支援・子どもと向き合う時間の
充実、新形式個別の指導計画作成） 
 

【学校評価を運営に生かす】 
○重点目標に対して、成果と課題を
明確にする。             
〔自己評価〕 

○学校評議員会の開催 
○学校運営委員会（保護者代表と懇
談）の開催 

○学校自己評価実施（教師、保護
者、地域の支援者、学校評議員） 

  ・評価結果の公表 

【関係緒機関との連携】 
○支援関係諸機関からの提案や助言を支
援に生かす。 

○労働・福祉関係機関との連携により、
本校のあるべき進路支援、卒後支援の
在り方を探る。 

【教育学部との協働】 
○放課後活動支援事業「げんきクラブ」 
○共同研究の実施 
○教職大学院との連携  
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学校運営ビジョン 
 【今年度の重点】 
  1 開かれた特別支援学校としての教育の充実 
   (1) 児童生徒理解を基にした子ども主体の生活づくりの充実 
   (2) 学校・家庭・地域の支援者による協働の支援と評価 
   (3) 児童生徒の安心安全の確保 
  ２ 県内外の特別支援学校・特別支援学級および支援関係機関等への発信 
   (1) 第 12期研究の推進（３年次） 

(2) 「学びのワークショップ」による県内教職員に研修機会の提供 
   (3) 長野３校連携によるキャリア教育の推進  
  ３ 信州大学教育学部の学生への教育実習の充実 
   (1) 特別支援教育のよさにふれ、専門性を身につける教育実習（行動観察を基にした児童 
   生徒理解と支援、環境調整、実習評価） 
  ４ その他 
   (1) 個別の教育支援計画・指導計画の長野県版への完全移行 
  (2) 変形労働時間制（2085時間）に伴う、教材研究の時間の確保 
   (3) 教育環境の改善（暑さ対策、情報端末の活用と家庭との連携） 
 （4）Withコロナを見据えた学校行事・PTA活動の再構築 

 

 

 

自らの力をじゅうぶん発揮し、

主体的に取り組む生活を 

今と将来にわたって実現する 

児童生徒の育成 

教育目標 

遊び込む生活づくり 打ち込む生活づくり 働き込む生活づくり 


